
 

 

 

 

 

        「あたりまえ」を考える 10月中旬の校内風景より  
好天に恵まれた１０月中旬、春に引き続き「校内ミニコンサート秋」が行われています。昼休みの時間

を使い軽音岳部、合唱部、吹奏楽部、２，３年音楽選択者の思い思いの演奏が繰り広げられました。今

回は職員も！（「師弟コンビ」として、私と社会科の先先生の歌披露）文化芸術活動が特別なものでな

く「日常にあたりまえ」に存在する学校でありたい、「文化芸術で（を でなく）学ぶ学校」に近づいた

かなと感慨深く、心豊かに成長している生徒たちの姿に感動しています◆２１日から２年生が研修旅

行で広島に向かいます。目と心で広島そして世界の現実を感じてほしいことを生徒たちに伝えまし

た。生徒会長 傳刀さんの平和宣言【私たちが「あたりまえ」と感じている平和は過去の犠牲と努力の

上に成り立っている。命の重さを知っている私たちが戦争を起こしている現実、戦争は何も産まない。

人を傷つけ未来を奪うだけ。今の瞬間、対話と理解の大切さを、声をあげたい。私たちには大切な人

がいて、私たち自身も誰かの大切な人である、そんな「あたりまえ」を、未来につなげていくことを誓

います】生徒のまっすぐな姿勢に心打たれ、あらためて大人の在り方を振り返る今日この頃です

 
★「校内ミニコンサート週間１５日～１８日」 昼休み、心地の良い空間と風景が昇降口前に広がります 

今回の出演：軽音岳部、合唱部、吹奏楽部、２．３年生音楽選択者、職員 

★２学年研修旅行出発式 １７日７時間目  

生徒の発案で、２年生全員による合唱「いのちの歌」を平和宣言とともに平和記念公園で披露します           

 

★生徒昇降口には、２年「服飾手芸」生徒の作品 ベビー甚平を披露。可愛すぎる！        癒しの空間です 
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